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１ 研究の概要 

 本研究では、自動運転車のドライバーの行動特性を明らかにするため、自動運転VRシミュレー

タの開発を行った。シミュレータを用いた被験者による走行実験の結果から、自動運転車との間

の情報共有の欠如がドライバーに精神的負担を与えることが明らかになり、安全確認情報等を共

有するためのHMI（ヒューマン・マシン・インタフェース）の基本設計を行った。 

 

２ 研究の目的と背景 

  交通事故や交通渋滞を軽減する目的で、自動運転車の研究開発が急速に進みつつある。現

状のレベル2～3の自動運転の段階では、ドライバーと自動運転車との協調的な運転操作が要求

されるが、自動運転車のドライバーの行動に関しては、あまり明らかになっていない。本研究では、

自動運転VRシミュレータを用いた走行実験を行うことにより、自動運転車のドライバーの行動特

性を明らかにすることを目的とした。 

 

３ 研究内容 http://lab.sdm.keio.ac.jp/nismlab/jka2018/  

（１）没入型VR技術を用いた自動運転車シミュレータの開発 

 自動運転車のドライバーの行動特性を明らかにするため、自動運転VRシミュレータの開発を行

った。シミュレータとしては、3面のモニタを使用した簡易型VRシミュレータ（図１）と、CAVEを使用

した没入型VRシミュレータ（図2）の開発を行った。交通環境等のコンテンツの作成に関しては、両

シミュレータで共有できるように、汎用のドライビングシミュレーションソフトPreScanを使用して構

築を行った。 

 

  

図1. HMIを備えた簡易型VRシミュレータ    図2. 没入型VRシミュレータ 

 

（２）自動運転時のドライバーの行動特性の分析 

 開発した自動運転VRシミュレータを用い、被験者による走行実験を行った。交通環境としては、

http://lab.sdm.keio.ac.jp/nismlab/jka2018/


交差点の右折、右側からの車の合流等のシナリオを取り上げ、ドライバーの視線の動き（図3）、

心電図（RRV値）の変動（図４）を計測した。その結果、自動運転車との安全確認情報の共有の欠

如により、ドライバーの精神的負荷が大きくなることが分かった。またその結果を用いて、HMIの基

本設計を行った。 
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図3. ドライバーの視線の動き       図4. ドライバーのRRV値の変動 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

  本研究は、自動運転レベル2～3の自動運転車に対する適切なHMIの設計を行うための方法

論を示しており、自動運転車の研究開発に際して、ドライバーが安心して自動運転車を利用でき

るようにすることを可能とし、こうして開発された自動運転車の導入により、交通事故や交通渋滞

の少ない安全な交通環境が早期に実現されることが期待される。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

本研究では、自動運転VRシミュレータを用いた被験者の走行実験を通して、ドライバーと自動

運転車の間の情報共有のためのHMIの設計という方法論を取った。このような設計アプローチは

ユーザのための人間中心設計という考え方に対して非常に有効な方法であり、設計論としても価

値のある研究である。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１） 補助事業により作成したもの 

報告書 (http://lab.sdm.keio.ac.jp/nismlab/jka2018/houkoku.pdf) 

   

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

- Verification of HMI for an Automated Driving System by Using a Driving Simulator 

（https://ieeexplore.ieee.org/document/8326231） 

- システムモデルに基づく自動運転車に用いるHMIの要求定義 

（https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsmemecj/2018/0/2018_J1810104/_article/-char/ja） 

- シミュレータを用いた自動運転車ドライバーの行動分析 

 (http://lab.sdm.keio.ac.jp/nismlab/jka2018/kanto2019.pdf) 
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